


あなたと共に次世代につなぐ
持続可能な魅力あるみやざき農業の
実現を目指して

　本県農業は、台風被害を回避する営農方式を目指して、昭和３５年にスタートした「防災営農計画」による畜産や
施設園芸など、収益性の高い多様な農業の生産振興を原点に、みやざきブランドやフードビジネス振興等の時代
を先取りする取組を展開し、全国第５位の農業産出額を誇る食料供給産地へと発展してきました。

　また、県外から所得を呼び込む基幹産業として、食品をはじめ、観光や物流、情報通信など幅広い産業と結び
つき、県内の経済振興や雇用創出に大きく貢献するとともに、県土や自然環境を保全し、世界農業遺産に代表
される農山村の伝統文化を育むなど、本県の社会・経済において極めて重要な役割を担っています。

　このような中、近年、農業を取り巻く情勢は厳しさを増しており、農業従事者の減少・高齢化の急速な進行により、
生産基盤の脆弱化や集落の衰退が現実のものとなりつつあります。

　更には、地球温暖化による記録的な豪雨や植物病害虫の発生増加、火山噴火や地震などの大規模自然災害に
加え、県内全域に甚大な影響を及ぼした口蹄疫などの家畜伝染病といった様々なリスクに直面しています。

　その一方で、デジタル技術が急速に発展する中、ＩＣＴ・ＡＩ・ロボティクスなどの先端技術を駆使したスマート
農業など、新技術の社会実装による生産性の向上や、農業と他の仕事を組み合わせた働き方である「半農半Ｘ」や
「ワーケーション」といった新たな動きもみられます。

　私は、大きな時代の転換期にある今こそ、厳しい現状やあらゆるリスクに対する危機感を共有するとともに、最先
端の技術や新たな価値を積極的に取り込みながら、本県農業を次世代へ繋げるという強い使命感と責任感を持っ
てチャレンジしていくことが重要であると考えています。

　このため、今回策定した「第八次農業・農村振興長期計画」では、あらゆる危機事象に負けない農業を目指す「新
防災」の観点を本県農業・農村振興の土台に据えながら、賢く稼げる農業の実現に向けて、生産性の向上に加え、
物流の効率化、多様な販売形態への対応など、生産・流通・販売に関する施策を連鎖的に展開する「スマート化」を
図ります。これらの取組については、経営規模の大小や個人・法人の別を問わない家族を中心とした「みやざき型家
族農業」を核に、農業者のみならず、県民の皆様を含むオール宮崎の総力戦で推進していきたいと考えております。

　令和２年１月以降、世界を一変させた新型コロナウイルス感染症は、農畜産物の価格低下やサプライチェーンの
混乱など、農業にも深刻な影響をもたらしています。他方で、田園回帰の流れや応援消費を通じた消費者が生産者
を支える機運が高まるなど、様々な価値観が変容する中、私たちが生きていく上で欠かすことのできない食の重要
性を改めて考えるきっかけにもなっています。

　ＳＤＧｓの考え方が世界に広がりを見せ、脱炭素社会の実現など環境に対する関心や、食料の安定供給に関する
意識が国内外で高まっている中、「いのちと暮らし」を支えるかけがえのない本県の農業・農村の価値や重要性を
県民の皆様とも共有しながら、未来の世代につながる「持続可能な魅力あるみやざき農業」の実現を目指してまい
ります。

　終わりに、この計画の策定に当たりまして、御協力いただきました宮崎県農政審議会の皆様方をはじめ、各地域
における意見交換会等で貴重な御意見を賜りました多くの方々に厚くお礼を申し上げます。

　令和３年３月　

宮崎県知事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和３年２月  宮崎県農政審議会



令和３年２月  宮崎県農政審議会
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